
受付�

給与����
� � 徴 収

に�る給与��������

���（退職�����職等）����場合は��������し�月の�月
��0��でに必ず��してください。

�年�

�年�

所 �

� 名

�
所　�　�

�名又は名�

個人番号
又は法人番号

���ナ

���ナ

�　名

���ナ

所　�　�

�名又は名�

��異動�令和　�年12月�1�までで、一括徴収の�����たた�

��異動�令和　�年�月����で、特別徴収の��の����いた�

��異動�令和　�年12月�1�までで、一括徴収の����いた�

��令和　�年�月�1�までに���れる�き給与又は退職��等の額�未徴収税額（�）��で�るた�

��死亡に�る退職で�るた�

�年月�

個人番号

�月��
��の�所

異動後の
� 所

受給者番号

令和　　年　　月　　���

年　　　　月　　　　�

��（　　　　　）

（�て�）� � � 市 �

年 � 1��年�　2��年�　���年�

��

��

� �

特別徴収義務者
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記 載 例 ④ 退職等により未徴収税額を給与等から一括して徴収する場合

一括徴収分（この例では 9,000 円）を

何月分で納入するかを記載する欄です。

一括徴収分を納入する月を必ず記入し

てください。

◎異動後の月割額を合計して、最後の給与又は退職金等から天引きすることを一括徴収といいます。

◎令和5年6月から12月までの異動の場合は、本人の承諾を得て一括徴収してください。

　令和6年1月から4月までの異動の場合は、必ず一括徴収してください。

◎死亡された方の未徴収税額を一括徴収することはできませんので、普通徴収に切り替えてください。（P6⑺③をご参照ください。）
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鹿児島市明和○丁目△△番□号 １

12,000

3,000 9,000

9,000

６

平成元

鹿児島市山下町○番△号

同上

８
９ １ ２
５ ８

R５

３１

２２９

５

五月

１ ２ ３ ４ ５

太郎
ゴ　ガツ　 タ ロ ウ

○　○　株式会社

○ 　 　 ○ カ ブ シ キ ガ イ シ ャ

９1

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

甲野 一郎
総務課

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4

○

同じ金額を記入してください。

一括徴収を選択した場合は、その理由

を選んで番号を記入してください。

特別徴収義務者のマイナンバー（個人

事業主の場合）又は法人番号を記入し

てください。

本市から送付された特別徴収税額の決

定・変更通知書の指定番号・宛名番号・

受給者番号を記入してください。

給与所得者のマイナンバーを記入して

ください。

− 13 −


